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２
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５
３
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将
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も

も

た 

勲 い
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（
５
６
） 

百
田
組
組
長 
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１
． 

百
田
組
事
務
所
・
外
観
（
夜
） 

３
階
建
て
の
ビ
ル
。 

壁
面
に
大
き
く
『
百
田
組
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

２
． 
百
田
組
事
務
所
・
廊
下
（
夜
） 

向
こ
う
か
ら
、
一
瀬
将
生
（
２
７
）
が
歩
い
て
く
る
。
サ
ン

グ
ラ
ス
を
か
け
た
シ
ャ
ツ
の
隙
間
か
ら
刺
青
が
見
え
る
。 

扉
の
前
ま
で
や
っ
て
来
る
と
、
ふ
っ
と
息
を
吐
き
、
ノ
ッ
ク

す
る
。 

 

３
． 

百
田
組
事
務
所
・
組
長
室
（
夜
） 

真
っ
暗
な
室
内
。 

外
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
扉
が
開
か
れ
、
将
生
が
入
る
。 

将
生 

「
オ
ヤ
ジ…

…

？
」 

訝
し
気
に
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、
明
か
り
を
灯
そ
う
と
す
る
。 

と
、
パ
ン
ッ
と
大
き
な
音
と
共
に
部
屋
の
明
か
り
が
点
く
。 

咄
嗟
に
身
構
え
る
将
生
。 

部
屋
の
隅
に
隠
れ
て
い
た
百
田
勲
雄
（
５
６
）
が
歌
い
な
が

ら
将
生
に
近
づ
く
。 

百
田 

「Happy Birthday to You

」 

手
に
は
ク
ラ
ッ
カ
ー
。 

組
長
席
に
は
ケ
ー
キ
が
置
か
れ
て
い
る
。 

将
生
は
ホ
ッ
と
し
た
よ
う
で
、 

将
生 

「
脅
か
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
よ
」 

百
田 

「
ロ
ウ
ソ
ク
消
し
て
か
ら
電
気
つ
け
る
べ
き
だ
っ
た
な
」 

将
生 

「
火
も
点
い
て
な
い
な
い
っ
す
」 

百
田 

「
段
取
り
間
違
え
た
」 

将
生
は
ふ
っ
と
笑
み
を
こ
ぼ
す
。 

 
×
 
×
 
×

 

壁
面
に
は
歴
代
組
長
の
写
真
が
飾
ら
れ
て
い
る
。 

ソ
フ
ァ
席
、
将
生
と
百
田
は
向
か
い
合
わ
せ
で
座
っ
て
お
り
、

ケ
ー
キ
を
食
べ
な
が
ら
話
す
。 

百
田 

「
家
族
に
な
っ
て
何
年
に
な
る
？
」 

将
生 

「
１
０
年
で
す
」 
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百
田 

「
１
９
か
ら
か
。
時
の
流
れ
は
早
い
な
」 

将
生 

「
あ
の
日
も
誕
生
日
で
し
た
」 

百
田 

「
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
を
買
っ
て
や
っ
た
」 

将
生 

「
え
え
」 

百
田 

「
大
き
く
な
っ
た
な
」 

将
生 

「
中
学
の
時
か
ら
身
長
は
変
わ
っ
て
ま
せ
ん
」 

百
田
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
て
将
生
を
見
つ
め
る
。 

将
生
、
イ
チ
ゴ
を
頬
張
る
。 

 

４
． 

百
田
組
事
務
所
近
く
の
道
（
深
夜
） 

路
肩
に
１
台
の
ミ
ニ
バ
ン
が
停
車
中
。 

事
務
所
か
ら
将
生
が
出
て
く
る
。
ミ
ニ
バ
ン
を
認
め
て
、
眉

間
に
皺
を
寄
せ
る
が
、
向
こ
う
に
歩
い
て
い
く
。 

 

５
． 

百
田
組
事
務
所
近
く
の
道
（
朝
） 

事
務
所
前
に
将
生
や
構
成
員
た
ち
が
直
立
不
動
で
制
止
し
て

い
る
。 

将
生
、
ふ
と
目
を
や
る
と
、
依
然
路
肩
に
ミ
ニ
バ
ン
が
停
車

し
て
い
る
。 

高
級
外
車
が
や
っ
て
来
て
、
止
ま
る
。 

構
成
員
た
ち
は
一
斉
に
頭
を
下
げ
る
。 

将
生
、
後
部
座
席
の
扉
を
開
け
る
。 

百
田
が
タ
バ
コ
を
ふ
か
し
な
が
ら
出
て
く
る
。 

す
る
と
、
ミ
ニ
バ
ン
が
急
発
進
。
百
田
め
が
け
て
一
直
線
。 

慌
て
ふ
た
め
く
構
成
員
た
ち
。 

将
生 

「
オ
ヤ
ジ
」 

と
、
咄
嗟
に
百
田
を
突
き
飛
ば
す
。 

将
生
に
迫
る
ミ
ニ
バ
ン
。 

す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
か
わ
す
。 

ミ
ニ
バ
ン
は
電
柱
に
衝
突
す
る
。 

百
田 

「
な
、
な
ん
だ…

…

」 

ふ
と
我
に
返
っ
た
構
成
員
た
ち
が
怒
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
ミ

ニ
バ
ン
に
近
づ
き
、
運
転
席
か
ら
三
田
咲
子
（
２
５
）
を
引

き
ず
り
下
ろ
す
。 
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咲
子 

「
百
田
、
殺
す
」 

地
面
に
押
さ
え
つ
け
ら
れ
た
咲
子
は
百
田
を
睨
ん
で
い
る
。 

 
６
． 

百
田
組
事
務
所
・
地
下
室
（
昼
） 

咲
子
、
口
元
に
は
ガ
ム
テ
ー
プ
、
両
手
足
を
拘
束
さ
れ
、
椅

子
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

将
生
、
入
る
。
手
に
は
名
刺
が
握
ら
れ
て
い
る
。 

咲
子
に
近
づ
き
、
乱
雑
に
ガ
ム
テ
ー
プ
を
剥
が
し
て
、 

将
生 

「
目
的
は
な
ん
だ
」 

名
刺
に
は
、
『
週
刊
文
鳥
社
会
部
記
者 

三
田
咲
子
』
と
あ

る
。 

咲
子
、
不
敵
に
口
角
を
あ
げ
る
。 

将
生 

「
記
者
が
オ
ヤ
ジ
に
何
の
恨
み
が
あ
る
？
」 

咲
子 

「…
…

ま
さ
か
あ
な
た
に
会
え
る
と
は
」 

将
生 

「
は
？
」 

咲
子 

「
一
瀬
将
生
だ
よ
ね
」 

将
生
、
ピ
ク
っ
と
頬
を
歪
め
て
、 

将
生 

「
ど
こ
で
俺
の
こ
と
を
？
」 

咲
子 

「
あ
な
た
に
会
え
た
。
ひ
と
つ
目
的
は
達
成
。
無
茶
し
た
甲
斐
あ
っ

た
か
も
」 

と
、
室
内
を
ざ
っ
と
見
渡
し
て
、 

咲
子 

「
こ
の
部
屋
監
視
さ
れ
て
る
？
」 

将
生 

「…
…

カ
メ
ラ
は
な
い
」 

咲
子
、
ふ
っ
と
微
笑
ん
で
、 

咲
子 

「
１
０
年
前
、
七
宮
市
再
開
発
」 

将
生
、
思
わ
ず
目
を
見
開
く
。 

咲
子 

「
の
ち
に
七
宮
談
合
事
件
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
事
件
に
百
田
が
深
く

―
―

」 

将
生 

「
待
て
、
何
の
話
だ
」 

咲
子 

「
あ
な
た
、
何
も
知
ら
な
い
の
？
」 

将
生 

「
は
？
」 

咲
子 

「
そ
の
一
件
で
私
の
家
族
は
死
ん
だ
。
事
故
と
し
て
処
理
さ
れ
た
け

ど
、
百
田
が
殺
し
た
」 

将
生 

「
う
ち
は
殺
し
は
や
っ
て
な
い
」 
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咲
子 

「
そ
し
て
そ
の
直
後
、
当
時
の
市
長
が
自
殺
し
た
」 

将
生
、
ご
く
り
と
息
を
呑
む
。 

 
７
． 

（
回
想
）
一
瀬
家
・
廊
下
（
夜
） 

将
生
（
１
５

）
、
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
来
て
、
あ
る
部
屋
の

前
で
立
ち
止
ま
る
。 

中
で
は
、
一
瀬
龍
一
（
５
３
）
が
思
い
つ
め
た
様
子
で
両
手

を
組
ん
で
座
っ
て
い
る
。 

将
生 

「
親
父
」 龍

一
、
ハ
ッ
と
し
て
顔
を
挙
げ
る
と
、
咄
嗟
に
笑
み
を
見
せ

て
、 

龍
一 

「
将
生
、
テ
ス
ト
勉
強
は
順
調
か
」 

将
生
、
こ
っ
く
り
と
頷
く
。 

龍
一 

「
そ
う
か
、
頑
張
れ
よ
」 

将
生 

「
親
父
」 

龍
一 

「
ん
？
」 

将
生 

「
い
や
、
何
で
も
な
い
」 

と
、
立
ち
去
る
。 

 

８
． 

（
回
想
）
一
瀬
家
・
龍
一
の
部
屋
（
夕
） 

首
を
吊
っ
て
息
絶
え
て
い
る
龍
一
に
夕
日
が
差
し
て
い
る
。 

将
生
、
呆
然
と
し
て
龍
一
を
見
上
げ
て
い
る
。 

 

９
． 

百
田
組
事
務
所
・
地
下
室
（
昼
） 

咲
子
、
両
手
を
将
生
の
眼
前
に
掲
げ
て
、 

咲
子 

「
私
と
手
を
組
ま
な
い
？
」 

将
生 

「…
…

」 

咲
子 

「
百
田
を
殺
す
の
は
簡
単
じ
ゃ
な
い
。
私
た
ち
で―

―

」 

将
生 

「
オ
ヤ
ジ
が
殺
す
わ
け
な
い
」 

咲
子 

「
証
拠
な
し
に
乗
り
込
む
と
思
う
？
」 

将
生 

「
オ
ヤ
ジ
は
俺
を
救
っ
た
」 

咲
子 

「
恩
人
？ 

幻
想
よ
。
利
用
し
た
だ
け
。
し
て
る
だ
け
、
今
も
ね
」 

将
生
、
ぎ
ゅ
っ
と
拳
を
握
り
し
め
、
咲
子
を
殴
る
。 
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１
０
． 

百
田
組
事
務
所
・
組
長
室
（
夕
） 

将
生
は
百
田
に
相
対
し
て
い
る
。
将
生
の
拳
に
は
痣
。 

百
田
、
痣
を
一
瞥
し
て
、 

百
田 

「
奴
の
目
的
は
？
」 

将
生
、
逡
巡
し
て
、 

将
生 

「
逆
恨
み
の
よ
う
で
す
」 

百
田
、
鼻
で
笑
っ
て
、 

百
田 
「
俺
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
人
間
は
消
せ
」 

将
生 

「
消
す
？ 

殺
し
は
ご
法
度
で
は
？
」 

百
田 

「
表
向
き
の
話
だ
」 

将
生 

「
で
す
が―

―
」 

百
田 

「
ま
だ
殺
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
か
」 

将
生 

「
で
は
、
今
ま
で
に
も
？
」 

百
田 

「
何
を
今
更
。
当
然
だ
ろ
」 

将
生
、
ピ
ク
ピ
ク
っ
と
頬
を
歪
め
る
。 

百
田 

「
ち
ょ
う
ど
い
い
機
会
だ
。
１
０
歳
の
誕
生
日
。
特
別
な
仕
事
」 

と
、
抽
斗
を
開
き
、
銃
を
取
り
出
す
。 

将
生 

「
オ
ヤ
ジ…

…

」 

百
田 

「
で
き
る
よ
な
。
俺
た
ち
は
家
族
、
お
前
は
俺
の
」 

将
生
、
ぎ
ゅ
っ
と
拳
を
握
っ
て
、 

将
生 

「…
…

息
子
で
す
」 

と
、
ぎ
こ
ち
な
く
笑
っ
て
見
せ
る
。 

 

（
お
わ
り
） 

 

 

 

  

 


